いました。 父親 は、 すっかり 母親に まるめられ ていて、 

いっしょ になって、 こごと をい うば かりで したから、 

むすめ はなに も 話しませんでした。 それで、 いいつ 

かった しごと をす ませる と、 いつも、 かまどの 前に か 

けしずみ 

がんで、 消 炭 や 灰の 中に うずくまって いました から、 

ままむすめの 姉と 妹 は、 からかい 半分、 サンド リヨン 

(シンデレラ) という あだ 名 をつ けました。 これ は 灰 

のかた まりと か、 消 炭と かいう ことで、 つまり、 それ 

は、 「灰 だらけ 娘」 とで もい うこと になり ましょう。 

それにしても、 サンド リヨン は、 どんなに、 きたな 

い 身なり はして いても、 美しく 着か ざった ふたりの 



て いました。 

やがて、 待ちに 待った、 たのしい 日に なりました。 

ふたり は 庭に おりて、 出かける したく をして いました- 

サンド リヨン は、 その あとから、 じっと見 送れる だけ 

見送って いました。 いよいよ すがたが 見え なくなって 

しまう と、 いきな リ そこに 泣き ふしてし まいました。 

せんれいしき 

そのと き、 ふと、 サンド リヨンの 洗礼式に 立ち合つ 

きょう ぼ 

た、 名 づけ 親の 教 母が 出て 来て、 むすめが 泣き ふして 

いるの を 見る と、 どうしたの だとい つて、 たずね まし 

た。 

「わたし、 行きたい のです。 —— 行きたい のです。 I 



I」 こういい かけて、 あと は 涙で 声が つまって、 口が 

きけ なくなりました。 

ようじょ 

この サンド リヨンの 教母 というの は、 やはり 妖女で 

した。 それで、 

「あなた は、 ぶとう 会に 行きたい のでしょう。 そう 

じ やない の ご と 聞きました。 

「ええ ご と、 サンド リヨン はさ けんで、 大きな ため息 

を ひとつし ました。 

「よしよ し、 いい 子 だからね、 あなた も 行かれる よう 

に、 わたしが して あげる から ご と、 妖女 はいいました。 

そうして、 サンド リヨンの 手 を 引いて、 そのへ やへ つ 



(ガラスの 上ぐ つ だと もい います。) を、 一 そく くれ ま 

した。 

こうして、 のこらず したくが できあがって、 いよい 

ようじょ 

よ サンド リヨンが 馬車に のろうと したと き、 妖女 は あ 

ら ためて、 サンド リヨンに むかって、 なに はおいても、 

夜な か 十一 一時す ぎまで、 ぶとう 会に いて はならない と、 

きびしく いいわたしました。 十二時から 一分で もお く 

れ ると、 馬車 はまた かぼちゃになる し、 馬 は 小ね ずみ 

ぎょしゃ 

になる し、 御者 は大 ねずみになる し、 べっとう はと か 

げ になる し、 着て いる 着物 も、 もとのとおりの ぼろに 

なる の だから、 といって きかせました。 



たの だよ ご と、 きょうだいの ひとりが いいました。 

サンド リヨン は、 そんな ことに は、 いっこうむ とん 

じゃくな ようすでした。 もっとも、 きょうだ いたちに 

そのお 姫 さまの 名 をたず ねました が、 ふたり は、 それ 

は 知らないと いいました。 そうして、 王子 様が そのこ 

とで、 たいそうむ ちゅうに おなりに なって、 その 名 を 

とても 知りたがって、 みんなに たずねて おいでだった 

という 話 をし ました。 そう 聞く と、 サンド リヨン は 

に つ y J リ して、 

「まあ、 その 方、 どんなにお 美しいで しょうね。 ねえ 

さまた ち、 いらし つて、 ほんとうに よかった のね。 わ 
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